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第27号 表浜地域づくり情報誌

　近年では地球の平均気温の上昇により、私た
ちのライフスタイルも変化してきました。そんな中
でも豊かな自然は、私たちの心に潤いを与えてく
れています。
　当たり前にある海や山も変わらないように見え
て、年々変化しています。常にあるものには感謝
を忘れてしまいがちですが、その自然をいつまで
も保つために、私たちの手で守っていきましょう。
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特集1特集1

～表浜の自然を守っていくために～～表浜の自然を守っていくために～
　毎年11月末頃に開催されている「表浜自然ふれあいフェスティバル」は、地域の皆さんのご協力
により、平成10年から現在まで受け継がれてきました。そんな「表浜自然ふれあいフェスティバル」の
歴史をご紹介します。

　表浜海岸の浸食や農地荒廃など

の課題に対応し、表浜地域の総合的

な整備促進を図るため、六連・神戸・

大草・田原東部の４校区が主体となり、

平成8年に「田原市東部太平洋岸総

合整備促進協議会」が発足しました。

　さまざまな環境の変化によって海岸

浸食などが進む表浜の現状を知って

いただくとともに、自然の魅力をＰＲす

るために、平成10年から毎年「表浜自

然ふれあいフェスティバル」を開催し、

海岸清掃を行っています。

　表浜自然ふれあいフェスティバ

ルには、地域の皆さんをはじめ、東

部中学校の生徒や企業の方など

多くの方が毎年ボランティアとして

参加しています。

成り立ち

取り組み

第8回表浜自然ふれあいフェスティバル（H17）

豚汁配布の様子（Ｈ27）
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　これまでは海岸清掃のほか、ビーチフラッグスなどのスポーツレクリエーションや豚汁、表浜ほうべの森にある窯で焼き上げ

たピザなどの提供も行われていました。また、東部中学校の「東中ソーラン」を生徒が披露してくれたこともあり、フェスティバ

ルを一緒に盛り上げていただきました。

　今年度の表浜自然ふれあいフェスティバルでは、海岸清掃後、地引網を行う予定です。

　詳しくは7ページをごらんください。

　今年度の表浜自然ふれあいフェスティバルにもたくさんのご参加を

お待ちしています。

東部中学校生徒による「東中ソーラン」の様子（H30）

東部中学校生徒による「東中ソーラン」の様子（H30）ビーチフラッグスの様子（Ｈ24）

地引網の様子（H30） 地引網の様子（H30）

第28回表浜自然ふれあいフェスティバル
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特集2特集2

田植えの様子（令和７年５月）

一面に咲いたひまわりの様子（令和７年８月） 2年生たけのこ堀の様子（令和７年４月）

　田原市東部太平洋岸総合整備促進協議会は六連、神戸、大草、田原東部の4つの校区で組織
されており、区域内に4つの小学校があります。
　今回はその中から、神戸小学校について紹介します！

　全校児童277名で市内でも比較的大きな学校です。休み時間には運動場にある遊び山で鬼ごっこをしたりドッジボー

ルをしたりと学年に関係なく遊んでいます。また、近くに「神戸っ子の森」という豊かな自然があり、地域の方も温かく協力

的です。

❶ どのような小学校ですか？

　神戸小学校では、体験的な活動があり、地域の方にもご協力いただいています。

　2年生は、校区の大宮神社にある竹林で「たけのこ堀」をします。今年は生育がよく、ちょうどよい大きさのたけのこをたく

さん採ることができました。採れたたけのこは、自分たちで調理しておいしくいただきました。

　3年生は、学校の南側にある道路横の畑で「ひまわり大迷路」つくりに参加しました。5月にひまわりブラザーズのお二人

にお誘いをいただき、一面に植えられているひまわりの苗から、完成する迷路を思い浮かべながらひまわりの苗を抜きまし

た。7月中旬に完成した「ひまわり大迷路」を2年生と3年生が楽しみました。

　5年生は、田んぼを借り、地域の方の協力のもと「田植え」や「稲刈り」をしました。収穫したもち米で、2月にもちつき大会

を行います。実際に杵を持ってもちつきをし、おもちができていく過程に子どもたちの目はくぎづけになります。きな粉や大根

おろしなどでおもちを食べ、もちつき大会を堪能したいです。

❷ 特色ある活動について教えてください。

　自然と触れ合う活動をし、多くの経験をすることで子どもたちの心と体がたくましく育ってほしいと思います。また、地域の

方の協力があってこその体験に対して感謝の気持ちを大事にしてほしいです。

❸ 活動を通じて学んでほしいこと
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特集3特集3もっと知りたい！

　太平洋の谷ノ口海岸に面した表浜ほうべの森は、平成29年4月にオープンし、キャンプ場としての
利用のほか、さまざまな使い方ができる魅力あふれる公園です。
　みなさん、ぜひご利用ください。

　ほうべの森では、市内の小学生が日帰りキャンプでキャンプファイヤーを行ったり、ファミリーでキャンプを楽しむ姿も見ら

れます。また、地域の方だけでなく、県外からの利用者も増えています。

　キャンプ場として馴染みのあるほうべの森ですが、昨年度は「夏休み企画　石窯でピザ作り体験会」が開催されま

した。今年度もピザ作り体験会は子どもたちを中心に人気のあるイベントです。谷ノ口公園管理委員会の福井公雄さ

んによると、「最近ではInstagramなどのSNSを使ったイベント告知により、数日で予約が満員になるほどの反響があ

る」とのことです。今までほうべの森を利用したことがない方にも情報が伝わり、さまざまな地域から足を運んでくださる

方も増えたようです。

　スタッフの方の管理のおかげで施設がきれいに保たれ、太平洋を一望できるほうべの森は、時間を忘れてゆったりとし

た時間を過ごすことができるスポットです。

　毎年、神戸コミュニティ協議会とほうべの森が協力し、「ほうべの森キャンプ場　里山里海体験会」を開催しています。

この体験会では「海の生き物カルタ」や「海の生き物のふれあい体験」のほか、六連地区のスイカを食べるなど、地域の自

然を肌で感じることができます。また、ほうべの森の木には、今ではあまり見ることのできないクワガタもいます。

　地域の方とほうべの森スタッフが協力してイベントの運営を行っているおかげで、子どもたちも楽しい時間を過ごすことが

できています。将来を担う子どもたちにとって少しでも自然について

興味を持つきっかけになればと思っています。

表浜ほうべの森　TEL0531-24--8901

海の生き物にふれあう子どもたち（令和７年７月）田原東部小学校児童によるキャンプファイヤーの様子（令和5年１０月）

表浜ほうべの森の新たな取り組み

神戸コミュニティ協議会主催 「ほうべの森キャンプ場 里山里海体験会」
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表浜の地形とくらし
第8回 ～色別標高図から読み取る田原市東部の地形と汐川の改修事業～／藤城信幸

　図1は、田原市東部の地形を10mごとの
標高で色分けした地図である。標高40m以
上の高地は、北西部の蔵王山・衣笠山に連
なる山地と、南部の太平洋岸に東西に広が
る「天伯原面」と呼ばれる台地の2つに分か
れる。
　天伯原面の南端は砂礫の互層からなる
海食崖となっていて、標高は東部の六連で
約65m、西部の大草では約42mと、東から
西へ次第に低下している。海食崖の上に描
かれた点線は分水嶺を示していて、この線
より北側に降った雨はすべて三河湾に流れ
込む。一方、太平洋側に流れる雨は少ない
ため、急峻な海食崖には深い谷や河川はほ
とんど形成されていない。
　渥美半島特有の「南高北低」という台地
地形を反映し、分水嶺以北の台地には複数

の河川が刻まれている。これらの河川は汐川および蜆川に合流し、最終的に汐川干潟に注ぐ。汐川は全長約8.4㎞で、田
原市最大の河川である。源流は南方の高松町・法蔵寺付近に位置し、支流は青津川や清谷川、仁皇川などがある。これ
らの水を集めて汐川干潟へと流入する。蜆川の源流もまた南の六連町の海食崖上にある。これらの河川が台地を侵食し、
運び込んだ砂泥が堆積して汐川干潟が形成された。遠浅の汐川干潟では江戸時代に干拓による新田開発が盛んに行
われた。
　上流部の天伯原面には、地引網を主体とした半農半漁の表浜集落が
点在していた。地下水位が深いため、昭和20年代後半に簡易水道が普
及するまで、瓦屋根に降った雨水を「たたき」に溜めて生活用水として利
用するなど、毎年のように水不足に苦しんできた。
　天伯原面と中流部の福江面（標高30～10m）は、乏水性のやせた丘
陵地が広がり、かつては開墾が困難な荒れ地であった。昭和43年の豊川
用水の全面通水に伴い開墾とほ場整備が進められ、山林原野が豊かな
農地へと生まれ変わった。
　図2のように、昭和初期までの汐川は、川幅が狭く蛇行し、排水の悪い
深田が広がっていた。大雨の際には堤防が決壊し、氾濫を繰り返してい
た。また、高潮時には海水が遡上し、作物に甚大な被害をもたらしていた。
　この状況を打破するために、昭和2～10年にかけて神戸村による汐川
の直線化と川幅の拡張、塩水の遡上を防ぐ堰の設置などの河川改修事
業が実施された。併せて水田の耕地整理や農道整備も進められ、農業
環境の改善に大きく寄与した。
　この改修事業を主導したのが、当時神戸村長を務めていた仲井式次
郎（1869～1931）である。式次郎は、地域住民の反対や困難な行政手続
きにも屈することなく、信念を持って事業を推進した。その功績を讃え、汐
川と青津川の合流地点には「汐川改修之碑」と「仲井式次郎先生頌徳
碑」が建立されている。

【参考文献】「田原を築いた人びと」田原の文化ガイドⅡ（2011）

図1　田原市東部の色別標高図　（『地理院地図』から作成）

図2　『汐川旧川と改修本川界図』から作成

潮海山
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「みんなで考え・行動する」地域づくり
田原市東部太平洋岸総合整備促進協議会の概要

●表浜自然ふれあいガーデン ～実現に向けての主な動き～

●農地エリアの整備 ～実現に向けての主な動き～

◆農村・農地の整備（市事業）
◇農村振興総合整備事業：大草・高松地区（H18～）／田原東部地区（H19～）
◇多面的機能支払事業（H26～）

ハード事業

◆表浜自然ふれあいフェスティバル（協議会事業）
◇清掃場所：久美原海岸・浜田海岸・百々海岸・東ヶ谷海岸・谷ノ口海岸・南町海岸・大草海岸　

ソフト事業

◆海岸整備（県事業）
◇海岸保全事業（傾斜護岸）：離岸堤調査・工事（豊橋田原海岸）
◇海岸治山事業：13ヵ所要望中・随時実施予定

◆拠点地区の整備促進（市事業）
◇公園整備事業：表浜ほうべの森整備（H18～H29）
◇観光地維持管理事業：浜田海岸レンタルトイレ１基設置（R7.4月～11月）

ハード事業

■会長あいさつ

■協議会組織（令和7年11月現在・順不同）
仲谷政弘（神戸コミュニティ協議会長）

大河幹和（六連コミュニティ協議会長）、冨田正近（大草コミュニティ協議会長）、冨田昌義（田原東部コミュニティ協議会長）

小川金一、柳元浩幸、村上誠、山上勝由

河合浩一（愛知外海漁業協同組合幹事）、太田行彦（愛知外海漁業協同組合網元代表）

磯田豊、大羽光久、冨田信茂、河邉高章

鈴木亨（副市長）、彦坂英美（農林水産部長）、千賀達郎（商工観光部長）河邉俊和（都市建設部長）、山田達也（教育部長）

山下政良（田原市長）、山本浩史（愛知県議会議員）、鈴木照彦（愛知みなみ農業協同組合代表理事組合長）

市役所企画部企画課

会長

副会長

市議会議員

漁業関係者

市農業委員

市役所

役員

委員

顧問

事務局

協議会の取り組み
・太平洋岸の魅力を発信するイベントの開催
・海浜・崖森・農地エリアのエリア別の整備促進
・渥美半島全体の連絡調整
・関係機関への要望活動等の展開

　海と森と農村における「自然と人」「人と人」のふれあいの庭（ガーデン）をイメージし、その実現のために、海・砂浜・崖・森・農地の保全
と利用を図ると同時に、新たにレクリエーション・保養・学習などふれあい機能の導入を図るもの。

田原市東部太平洋岸総合整備促進協議会  会長　仲谷 政弘
　本協議会は平成8年の発足以来29年目になります。六連・神戸・大草そして田
原東部の4校区が主体となり、田原市の協力をいただきながら、自立した地域活
動を歩み進めて参りました。協議会の活動の一つに「表浜自然ふれあいフェスティ
バル」があります。この行事は、表浜海岸の大自然の魅力を感じながら、崖森の崩
落や海岸侵食の現状を広く知ってもらうことを目的に毎年開催しているものです。
地域の方やボランティア、サーフィン協会、田原市立東部中学校など、多くの方々
に携わっていただいています。
　このようなイベント等を通して、同じ海岸環境を持つ地域との連携をとりなが
ら、行政と一体となって海岸侵食対策、地震対策等に取り組むとともに、太平洋
岸地域の快適で住みよい環境整備が実現できるよう活動していきたいと思って
おります。



■ 主な推進事業

令和7年度事業計画

第28回表浜自然ふれあいフェスティバル 農村振興総合整備事業：田原市農林水産部農政課
[大草・高松地区、田原東部地区] 
多面的機能支払事業：田原市農林水産部農政課
[六連・神戸・大草・田原東部地区]
海岸治山事業：愛知県東三河農林水産事務所
海岸保全対策：愛知県東三河建設事務所
谷ノ口公園管理事業：田原市都市建設部街づくり推進課

■ 主要事業

日時◦

場所◦

内容◦

令和7年１１月29日（土） 午前９時～午前１０時
※悪天候の場合は11月30日（日）に延期
久美原海岸、百々海岸、浜田海岸、東ヶ谷海岸、谷ノ口海岸、
南町海岸、大草海岸
海岸清掃等（海岸清掃終了後、谷ノ口海岸で地引網実施予定）

【発行】田原市東部太平洋岸総合整備促進協議会（事務局：田原市役所企画部企画課）　〒441‒3492　愛知県田原市田原町南番場30‒1　ＴＥＬ0531‒23‒3507
★表浜地域づくり情報誌「潮騒」や協議会の活動に対するご意見・ご要望・ご感想をお寄せください。

　令和6年11月30日に表浜自然ふれあいフェス
ティバルを開催し、海岸清掃を実施しました。地
元の方を始め、市内の多くの方にご参加いただ
きました。

整備事業の推進

東部太平洋岸地域における治山事業

実施済み 実施予定要望箇所

六連町西海岸 東神戸町三軒屋 南神戸町方辺
（令和3、4年度一部実施済）

第27回 表浜自然ふれあいフェスティバル

愛知県への要望活動（R7.8.20）

百々海岸の様子

　田原市東部太平洋岸総合整備促進協議会では、海岸や防風林、
保安林などの管理者である愛知県に、海岸保全施設と治山施設整備
の要望活動を毎年行っています。愛知県が事業を進めていますが、
海岸浸食や風水害による大きな影響を受けています。
　以下の写真は、現在の治山要望箇所の一部と、工事が完了した箇
所です。表浜の自然を守るために、これからも環境整備の促進を図っ
ていきます。
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